
環境調和型プロセス技術の開発事業
令和3年度概算要求額 45.0億円（42.0億円）

製造産業局 金属課 金属技術室
03-3501-1794

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的・概要

 「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」等に基づき、中長

期的な観点から鉄鋼業の生産プロセスにおける世界に先駆けた大

幅なCO2排出削減技術、省エネルギー技術の開発を行います。

 CO2排出削減技術として、水素を活用した鉄鉱石の還元やCO2

を分離・回収する技術を開発する①水素還元等プロセス技術の

開発事業（COURSE50）を実施します。来年度は、30％以上

のCO2削減を目指し、水素でより効率的に鉄鉱石を還元できるよう

高温水素を試験高炉に投入する実証実験を行います。

省エネルギー技術として、従来の製鉄プロセスでは活用できない低

品位の原料を有効活用しつつ、鉄鉱石の還元に必要なエネルギー

を削減する技術を開発する②フェロコークス技術の開発事業を実

施します。来年度はフェロコークスを実高炉に投入し、省エネ効果の

検証を行います。

国 民間企業等

交付金 （研）新エネルギー・
産業技術総合開発
機構（NEDO）

①委託、②補助(1/2)

成果目標

 COURSE50は、平成20年度から令和7年度までの事業であり、

製鉄所のCO2排出量を30％以上削減する技術の確立を目指し

ます。

 フェロコークス技術の開発事業は、平成29年度から令和4年度ま

での事業であり、製鉄プロセスのエネルギー消費量を約10％削減

する技術の確立を目指します。
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※赤矢印は、COURSE50による新プロセス
※青矢印及び青枠内は、既存プロセス


